
　
平
成
17
年
度
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
当
初
予
算
な
ど
が
、第

1
回
市
議
会
定
例
会（
2
月
28
日

〜
3
月
18
日
）に
提
出
さ
れ
、原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

   　
本
市
の
平
成
17
年
度
の
予
算
は
、極
め

て
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、「
第
４
次
八
潮
市
総
合
計
画
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」で
定
め
た
将
来
都

市
像
『
市
民
が
主
役
　
い
き
い
き
　
や
し

お
』を
目
指
し
編
成
し
た
も
の
で
す
。 

　
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、行
政
評
価
等
に
基

づ
く
事
務
・
事
業
の
見
直
し
、経
費
の
節
減
・

合
理
化
を
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
ま
た
、効
率
的
で
持
続
可
能
な
財
政
運

営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、既
定
の
概
念
に
と

ら
わ
れ
ず
施
策
の
厳
選
に
努
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
、一
般
会
計
の
予
算
額
は
２
０

５
億
３
０
０
０
万
円
で
、前
年
度
に
比
べ
て

15
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。前
年
度
の

予
算
に
は
、平
成
７
年
度
お
よ
び
平
成
８

年
度
発
行
の
住
民
税
等
減
税
補
て
ん
債
16

億
２
１
５
０
万
円
の
借
り
換
え
分
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、こ
れ
を
除
い
た
２
２
５
億
４

３
５
０
万
円
と
比
較
す
る
と
、前
年
度
比

８
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
す
。 

  　
本
市
の
最
重
点
施
策
で
あ
る「
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
関
連
経
費
」を
始
め
と
す
る
都

市
基
盤
整
備
、福
祉
・
教
育
の
充
実
な
ど
に

配
慮
し
な
が
ら
、限
り
あ
る
財
源
で
最
大

限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、事
業
効
果

が
大
き
く
緊
急
不
可
欠
な
施
策
を
中
心
に
、

重
点
的
か
つ
効
果
的
な
配
分
を
し
ま
し
た
。 

【
企
画
・
総
務
】 

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
運
行
補
助
事
業
 

　
新
た
に
運
行
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
事
業
者
に
対
し
、補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。 

○
Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
事
業
 

　
Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
）被
害
者

の
自
立
に
向
け
た
生
活
再
建
の
た
め
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。 

○
公
共
施
設
に
お
け
る
住
民
票
等
取
り

扱
い
事
務
 

　
新
た
に
、ゆ
ま
に
て（
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
）で
住
民
票
等
の
発
行
を
行
い
ま
す
。 

【
福
祉
】 

○
知
的
障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
 

　
知
的
障
害
児（
者
）の
地
域
生
活
を
支

援
す
る
た
め
、一
時
預
か
り
や
送
迎
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
行
う
施
設
を
整
備
し
ま
す
。 

○
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
 

　
母
子
世
帯
の
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

就
業
に
役
立
つ
技
能
・
資
格
の
取
得
に
要

す
る
受
講
料
等
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。 

○
認
可
保
育
所
移
行
促
進
事
業
 

　
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
、低
年
齢
児

の
受
け
入
れ
を
容
易
に
す
る
た
め
、社
会

福
祉
法
人
に
よ
る
認
可
保
育
所
の
設
置
を

促
進
し
ま
す
。 

【
生
活
環
境
】 

○
モ
デ
ル
地
区
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
収
集
 

　
モ
デ
ル
地
区
を
２
カ
所
設
定
し
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

公
共
施
設
で
の
拠
点
収
集
を
実
施
し
ま
す
。 

○
八
潮
駅
周
辺
自
転
車
の
放
置
防
止
お

よ
び
自
転
車
等
駐
車
場
整
備
事
業
 

　
駅
高
架
下
に
、通
勤
・
通
学
者
の
自
転

車
等
の
駐
車
場
を
整
備
し
ま
す
。 

　
ま
た
、自
転
車
の
放
置
を
防
止
す
る
た

め
の
啓
発
や
、放
置
さ
れ
た
自
転
車
等
の

撤
去
お
よ
び
一
時
保
管
を
行
い
ま
す
。 

○
地
域
防
災
計
画（
風
水
害
編
）策
定
 

　
現
在
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
図

り
、風
水
害
編
の
策
定
を
行
い
ま
す
。 

【
商
工
業
振
興
】 

○
若
年
者
就
労
支
援
事
業
 

　
若
年
者
の
就
労
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

ゆ
ま
に
て
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

就
職
情
報
等
の
提
供
や
若
年
就
労
者
向

け
の
各
種
講
座
等
を
開
催
し
ま
す
。 

○
中
小
企
業
小
口
資
金
融
資
制
度
 

　
市
内
の
中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
図
る

た
め
、小
口
資
金
融
資
に
必
要
と
な
る
資

金
を
市
内
金
融
機
関
に
預
け
、20
倍
の
融

資
枠
で
貸
し
付
け
ま
す
。 

【
都
市
基
盤
整
備
】 

○
景
観
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
 

　
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、景

観
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
団
体
を
対
象
に

活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。 

○
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
記
念
事
業
 

　
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
合
わ
せ

て
、記
念
式
典
お
よ
び
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
ま
す
。 

○
八
潮
駅
前
広
場
施
設
整
備
事
業
 

　
だ
れ
も
が
バ
ス
等
を
快
適
に
利
用
で
き

る
よ
う
、八
潮
駅
北
口
に
風
雨
等
を
防
ぐ

バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
お
よ
び
誘
導
・
案
内
板
を
整

備
し
ま
す
。 

【
教
育
】 

○
小
学
校
施
設
改
修
事
業
 

　
小
学
校
の
非
常
階
段
改
修
工
事
お
よ
び

プ
ー
ル
改
修
工
事
等
を
行
い
ま
す
。 

【
消
防
】 

○
消
防
車
両（
ポ
ン
プ
車
）の
更
新
 

　
消
防
力
の
強
化
・
充
実
を
図
る
た
め
、老

朽
化
し
た
消
防
ポ
ン
プ
車
１
台
お
よ
び
ポ

ン
プ
付
積
載
車
２
台
を
更
新
し
ま
す
。 

主
な
新
規
・
重
点
事
業
 

予
算
編
成
方
針
 

平
成
１７
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予
算
は
 

億
 

万
円
で
す
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前
年
度
比
 

１５
パ
ー
セ
ン
ト
減
 

当初予算における重点事業（　  新規事業・　  拡充事業） 当初予算における重点事業（　  新規事業・　  拡充事業） 新 拡 
将来都市像将来都市像である「市民市民が主役　主役　い
きいきやしお」を実現実現するために、6つ
の基本目標（分野別の柱）を掲げ、さ
まざまな事業事業を展開展開していきます。  

将来都市像である「市民が主役　い
きいきやしお」を実現するために、6つ
の基本目標（分野別の柱）を掲げ、さ
まざまな事業を展開していきます。  

新時代を支える都市の形成 1 かいてき 
コミュニティバス実証運行補助事業………………… 
景観まちづくり推進事業……………………………… 
つくばエクスプレス開業記念事業…………………… 
八潮駅前広場施設整備事業（駅北口案内板・バスシェルター） 

10,537千円 
3,120千円 
2,000千円 

150,000千円 

新 
新 
新 
新 

心やすらぐ安全な生活環境の形成 2 やすらぎ 
一般廃棄物処理基本計画作成……………………… 
モデル地区ペットボトル分別収集委託……………… 
交通安全施設整備事業……………………………… 
八潮駅周辺自転車の放置防止および自転車等駐車場整備事業 
地域防災計画（風水害編）策定……………………… 

3,500千円 
2,984千円 
15,342千円 
29,450千円 
1,500千円 

新 
新 

新 

明るく生きがいにみちた社会の形成 3 ふれあい 
生活保護受給者就労促進事業……………………… 
知的障害者生活サポートセンター整備事業………… 
母子家庭自立支援給付金…………………………… 
中央保育所空調機器整備事業……………………… 
認可保育所移行促進事業…………………………… 

916千円 
26,600千円 
600千円 
830千円 
2,010千円 

新 
新 
新 
新 
新 

活気あふれる産業の形成 4 ち か ら  
894千円 

106,000千円 
288千円 
2,868千円 

新 

明日の八潮を担う人づくり環境の形成 5 はぐくみ 
ＤＶ被害者支援事業………………………………… 
小学校施設改修事業………………………………… 
潮止中学校空調機器整備事業……………………… 
地域の人材活用事業………………………………… 

134千円 
37,532千円 
1,256千円 
1,578千円 

新 

新 

市民に開かれた計画的な行政推進体制の形成 6 すいしん 
やしお生涯楽習まちづくり財団記念事業補助金…… 
郵便局・公共施設における住民票等取り扱い事務…… 

1,000千円 
3,506千円 

新 
拡 

拡 

拡 

拡 

拡 

拡 

若年者就労支援事業………………………………… 
小口資金融資預託金………………………………… 
商工振興審議会（シンポジウムの開催）……………… 
市民農園整備事業（附帯施設整備の充実）………… 

対前年度比 
Ｃ／Ｂ×100

会計別予算総括表 
比　　較 
Ｃ（Ａ－Ｂ） 

平成１6年度 
予 算 額  B

平成１７年度 
予 算 額  Ａ 会 計 区 分 

年　　度 

△ 15.0 
(△8.9)

（単位：千円、％） 

△ 3,635,000 
(△2,013,500)

24,165,000 
（22,543,500） 20,530,000一　　般　　会　　計 

11.62,145,96018,482,31520,628,275特　　別　　会　　計 

5.2148,0462,850,6482,998,694上水道事業会計（企業会計） 

△ 2.9△1,340,99445,497,96344,156,969合　計 

12.1862,0747,129,2267,991,300国民健康保険 

26.52,788,0003,526,000公共下水道 

0.63,261,7793,280,159老人保健 

皆減 56,9130

△ 5.8

738,000

18,380

△ 56,913

△ 5,714

△ 72,980

99,13993,425

△ 26.4276,309203,329

4.724,696522,071546,767

稲荷伊草第一土地区画整理 

稲荷伊草第二土地区画整理 

鶴ヶ曽根・二丁目土地区画整理 

大瀬古新田土地区画整理 

西袋上馬場土地区画整理 29.847,697160,007207,704

21.9504,0002,304,0002,808,000南部東一体型特定土地区画整理 
 

※カッコ内は、平成７年度および平成８年度発行の住民税等減税補てん債「１，６２１，５００ 
　千円」の借り換え分を除いた実質額で表示 

4.686,7201,884,8711,971,591介護保険 

（２） 平成17年4月10日 広報 No.653
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当初予算における重点事業（　  新規事業・　  拡充事業） 
将来都市像である「市民が主役　い
きいきやしお」を実現するために、6つ
の基本目標（分野別の柱）を掲げ、さ
まざまな事業を展開していきます。  

問い合わせ　財政課 蕁　 306・477内 

　市民１人当たりが納める市税１６万２千円に対し、支出の中で高齢者・障害者・児童の福祉に使われる民生費が７万３千円と最も多く、
続いて道路や公園の整備に使われる土木費の５万２千円と、借入金の返済（公債費）の４万３千円を合わせると１６万8千円となり、すでに
市税を超えることになります。また、住民票の発行・庁舎の維持管理など（総務費）に３万円、学校の管理や図書館、スポーツ振興など（教
育費）に２万５千円を支出しています。収入の不足分は、国・県の支出金や借入金でやり繰りしています。 

　八潮市の平成１７年度予算総額２０５億３,０００万円を、市民７６,１６６人（平成１７年１月１日現在）で分けた割合で、予算の主要項目の金額に
当てはめてみました。（金額の端数は、適宜調整していますので目安としてとらえてください。） 

支
　
　
出 

民生費 

市民１人当たりに使われる総額 

7万3千円 

27万円 

高齢者・障害者・児
童の福祉に 

市民税（５万５千円）・固定資産税（８万７千円）・ 
都市計画税（１万２千円）など 

土木費 

市民１人当たりが納める市税 

5万2千円 

道路や公園の整備
に 

公債費 

4万3千円 

借入金の返済に 

総務費 

3万円 

住民票の発行、庁舎
の維持管理に 

教育費 

2万5千円 

学校の管理、図書館
に 

その他 

4万7千円 

収
　
　
入 

16万2千円 

国庫・県支出金 

3万2千円 

市債発行 

2万3千円 

その他 

5万3千円 

その他のものに 

国や県から支払われ
るお金 

借入金 地方消費税交付金
など 

平成１７年度一般会計予算を市民1人当たりに例えると… 

市民税や固定資産税など 
市が行う特定の事務・事業に対して、国から支払われる
お金 
公共施設整備などのために、市が国や金融機関から借り
るお金 
消費税のうち、八潮市分として配分されるお金 
学校給食費や有価物を売って得たお金など 
市が行う特定の事務・事業に対して、県から支払われる
お金 
国税として徴収した税のうち、八潮市分として交付される
お金 
前年度から次の年度に持ち越したお金 
税の減収の一部を補てんするため、八潮市分として交付
されるお金 

市税………………… 
国庫支出金………… 
 
市債………………… 
 
地方消費税交付金… 
諸収入……………… 
県支出金…………… 
 
地方譲与税………… 
 
繰越金……………… 
地方特例交付金…… 

高齢者・障害者・児童の福祉などに使う
お金 
道路の建設・公園の整備などに使うお金 
市が借りた、土木債・教育債などの返済に使
うお金 
住民票などの発行、庁舎の維持・管理など
に使うお金 
学校の管理、図書館、スポーツ振興などに
使うお金 
ごみの処理、保健・環境衛生などに使うお金 
消防力・救急力の強化に使うお金 
商工業の発展などに使うお金 
議会の運営に使うお金 
農業振興、労働施策などに使うお金 

民生費……… 
 
土木費……… 
公債費……… 
 
総務費……… 
 
教育費……… 
 
衛生費……… 
消防費……… 
商工費……… 
議会費……… 
その他……… 

歳　出 
205億 
3,000万円 

歳　入 
205億 
3,000万円 

教育費9.4% 
19億2,039万5千円 

総務費11.2% 
22億8,818万円 

公債費15.9% 
32億7,174万8千円 

土木費 
19.3% 
39億6,829万円 

民生費　　　 
27.2%　　　 
55億8,165万 
7千円 

議会費1.3% 
2億7,233万3千円 

商工費1.7% 
3億5,471万円 

消防費4.6% 
9億5,292万4千円 

市税 
60.2% 
123億 
5,875万円 

地方消費税 
交付金4.0% 
8億2,600万円 

諸収入3.7% 
7億5,808万7千円 

県支出金2.8% 
5億7,938万2千円 

地方譲与税2.3% 
4億7,600万円 

繰越金2.2% 
4億5,000万円 

地方特例交付金1.7% 
3億5,100万円 

衛生費8.0% 
16億4,001万5千円 

その他1.4%　2億7,974万8千円 

諸支出金 
農林水産業費 
予備費 
労働費 

1億733万6千円 
7,727万7千円 
5,000万円 

4,513万5千円 

一般会計の歳入・歳出予算 

固定資産税 
市民税 
都市計画税 
市たばこ税 
軽自動車税 
特別土地保有税 

66億1,184万8千円 
41億9,050万円 
9億1,750万円 
5億8,000万円 
5,890万円 
2千円 

繰入金、地方交付税、分担金および 
負担金、使用料および手数料など 

その他5.7% 11億5,501万5千円 

市債8.6% 
17億7,200万円 

国庫支出金8.8% 
18億376万6千円 

（３） No.653広報 平成17年4月10日 

住民票 
住民票 




